大学院教育改革支援プログラム
「高度な言語運用能力に基づく地域研究者養成」
2009年度　国際ワークショップ発表者募集要項
この度、大学院教育改革支援プログラム「高度な言語運用能力に基づく地域研究者養成」により、本学博士後期課程在籍者の研究を促進し、海外の研究者・大学院生との研究交流を図るため、2008年度のイタリア・ワークショップに続き、本年度は日本で国際ワークショップを開催することになりました。ついては、下記の要領にて、本学大学院博士後期課程在籍者より発表者の募集を行います。希望者は、要項にもとづき、ふるって応募してください。
ワークショップの概要
タイトル：　　「新たな文化研究の比較方法論的試み――普遍性・多様性・固有性」
日程：　　　　11月23日（月・祝日）（予定）
招聘者：　　　レーモ・チェゼラーニ氏（ボローニャ大学）（比較文学・比較文化）
　　　　　　　ペーター・アッカーマン氏（エアランゲン大学）（比較文化）
　　　　　　　於国瑛氏（北京林業大学）（比較文学）
発表言語：　　ドイツ語、英語、イタリア語、フランス語
（いずれかの言語でレジュメを作成し、発表原稿とともにネイティブ・チェックを必ず受けること。費用は本プログラムが負担します）
応募について
応募資格：　　本学博士後期課程在籍の学生で、指導教員の推薦が得られる者。
（正規の留学生、休学中の学生を含む。海外へ留学中の学生は対象外）
募集人数：　　10名程度
発表時間：　　各発表につき20分。質疑応答に10分。
応募締切：　　2009年9月15日（火）17時
提出書類：　　ワークショップ参加申込書（別紙）
参加者の義務：　1）「本プログラム年次報告書」への研究報告書の執筆（発表原稿）
　　　　　　　  2）本プログラムが支援する授業および研究会等における研究発表
　　　　　　　  3）ワークショップ終了時に実施するアンケートへの回答
選考方法：　　書類選考を行い、結果は9月18日頃お知らせします。
書類提出先：　参加申込書に記入の上、メールでsupportpg@tufs.ac.jpまでお送り下さい。
　　　　　　　＊申込書を受け取り次第、確認の返信をします。
問い合わせ先：「高度な言語運用能力に基づく地域研究者養成」プログラム仮事務室（722号室）
　　　　　　　042-330-5243　　supportpg@tufs.ac.jp
